
【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

No.２

】 

差
上
申
御
請
證
文
之
事
（
鉄
炮
、
鑑
札
お
改
め
を
請
け
、
御
定
法
を
堅
く
相
守
り
） 

 
 



 
 



【
釈
文
】 

差
上
申
御
請
證
文
之
事 

川
崎
平
右
衛
門
當
分
御
預
所 

野
州
足
利
郡
上
菱
村 

 

一 

猟
師
鉄
炮 

 

玉
目
三
匁 

 
 

 

壱
挺 

名
主 

半
次
郎 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁
弐
分 

 
壱
挺 

組
頭 

定
右
衛
門 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁
弐
分 

 

壱
挺 
百
姓 

孫
兵
衛 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁 

 
 

 

壱
挺 

同 
 

政 

七 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁 

 
 

 

壱
挺 

百
姓 

太 
吉 

 
 

 
 

〆 

五 

挺 

 

右
者
今
般
御
改
正
ニ
付
、
私
共
儀
所
持
猟
師
鉄
炮 

并
御
鑑
札
共
、
御
改
革
組
合
惣
代
共
方
江
持
参
、
銘
々 

組
合
村
役
人
共
一
同
為
御
立
會
御
改
請
候
所
、
書
面
之 

通
相
違
無
御
座
候
、
此
上
共
御
定
法
之
趣
弥
堅
可 

相
守
、
尤
其
段
銘
々
支
配
領
主
地
頭
江
可
申
立
、 

 
 



且
更
痛
難
用
立
潰
筒
ニ
い
多
し
、
新
規
張
立
又
ハ 

修
復
等
之
節
茂
、
銘
々
支
配
領
主
地
頭
江
申
立 

差
圖
を
請
、
御
府
内
ニ
而
張
立
為
直
候
義
者
、
格
別 

最．
寄
領
主
抱
之
鍛
冶
共
方
江
、
同
様
之
節
も
同
様 

 

・【「
最
」
字
は
、
ウ
冠
に
「
取
」
字
】 

申
立
差
圖
を
受
、
其
砌
者
鑑
札
持
参
為
見
届
候 

上
、
村
役
人
共
も
其
段
證
文
可
差
出
、
自
己
相
對
を
以 

手
入
難
相
成
与
可
得
心
旨
被 

仰
渡
、
一
同
承
知 

奉
畏
候
、
仍
而
組
合
限
一
紙
連
印
御
請
證
文 

差
上
申
所
如
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

上
菱
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
主 

 
 

半
次
郎 

 
 

天
保
九
戌
年
十
一
月 

 
 

 
 

 

組
合
惣
代 

元
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
主 

 
 

定
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

組
合
惣
代 

幸
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
主 

 
 

孫
兵
衛 

  
 



【
読
み
下
し
文
】 

差
し
上
げ
申
す
御
請
證
文
の
事 

川
崎
平
右
衛
門
當
分
御
預
所 

野
州
足
利
郡
上
菱
村 

 

一 

猟
師
鉄
炮 

 
 

 

玉
目
三
匁 

 
 

 

壱
挺 

名
主 

半
次
郎 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁
弐
分 

 
壱
挺 

組
頭 

定
右
衛
門 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁
弐
分 

 

壱
挺 
百
姓 

孫
兵
衛 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁 

 
 

 

壱
挺 

同 
 

政 

七 

一 

同 
 

 
 

 

玉
目
三
匁 

 
 

 

壱
挺 

百
姓 

太 
吉 

 

〆 

五 

挺 

 

右
は
、
今
般
御
改
正
に
つ
き
、
私
ど
も
が
儀
所
持
の
猟
師
鉄
炮 

并
び
に
御
鑑
札
と
も
に
、
御
改
革
組
合
惣
代
ど
も
方
へ
持
参
し
、
銘
々 

組
合
村
役
人
ど
も
一
同
お
立
ち
會
わ
せ
、
お
改
め
請
け
候
所
、
書
面
の 

通
り
相
違
御
座
な
く
候
、
こ
の
上
と
も
御
定
法
の
趣
い
よ
い
よ
堅
く 

相
守
る
べ
し
、
尤
も
其
段
銘
々
支
配
領
主
・
地
頭
へ
申
し
立
て
る
べ
し
、 

 



且
、
更
に
痛
み
用
立
て
難
き
は
潰
れ
筒
に
い
た
し
、
新
規
張
立
て
又
は 

修
復
等
の
節
も
、
銘
々
支
配
領
主
・
地
頭
へ
申
し
立
て 

差
圖
を
請
け
、
御
府
内
に
て
張
立
て
直
さ
せ
候
義
は
、
格
別 

最
寄
り
領
主
抱
え
の
鍛
冶
ど
も
方
へ
、
同
様
の
節
も
同
様 

申
し
立
て
差
圖
を
受
け
、
そ
の
砌
は
鑑
札
持
参
し
見
届
け
さ
せ
候 

上
、
村
役
人
ど
も
も
そ
の
段
證
文
差
し
出
す
べ
く
、
自
己
相
對
を
以
っ
て 

手
入
れ
相
成
り
難
し
と
心
得
べ
き
旨 

仰
せ
渡
さ
れ
、
一
同
承
知 

畏
み
奉
り
候
、
依
り
て
組
合
限
り
一
紙
連
印
御
請
證
文 

差
し
上
げ
申
す
所
、
件
の
如
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

上
菱
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
主 

 
 

半
次
郎 

 
 

天
保
九
戌
年
十
一
月 

 
 

 
 

 

組
合
惣
代 

元
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
主 

 
 

定
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

組
合
惣
代 

幸
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
主 

 
 

孫
兵
衛 

 
 



【
解
説
】 

今
回
の
古
文
書
は
、
今
か
ら
一
八
〇
年
あ
ま
り
前
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に

書
か
れ
た
請
書

う
け
し
ょ

（
「
受
書
」
、「
う
け
が
き
」
と
も
読
む
）
で
す
。
請
書
と
は
依
頼

や
命
令
に
対
し
て
承
知
し
た
こ
と
を
伝
え
る
承
諾
書
の
こ
と
で
す
。 

 

文
書
の
奥
を
み
る
と
、「
上
菱
村 

持
主 

半
次
郎
」
以
下
五
名
の
名
前
が
並

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
者
た
ち
が
連
名
で
命
令
（
鉄
砲
と
鑑
札
の
改
め
、
ま
た

鉄
炮
の
廃
棄
・
新
調
・
修
理
時
の
規
則
）
を
堅
く
守
る
旨
を
承
知
し
、
作
成
さ
れ

た
請
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
さ
て
こ
の
文
書
に
は
宛
所
（
「
あ
て
ど

こ
ろ
」
と
読
む
。
受
取
先
の
こ
と
）
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
文
書
の
袖

（
文
書
の
向
か
っ
て
右
側
、
書
き
出
し
の
部
分
）
を
見
て
み
る
と
、「
猟
師
鉄
炮 

玉
目
三
匁 

壱
挺 

名
主 

半
次
郎
」
以
下
、
や
は
り
五
名
の
人
物
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
四
番
目
に
書
か
れ
た
「
政
七
」
と
五
番
目
の
「
太
吉
」
の

名
が
、
奥
の
作
成
者
か
ら
は
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
つ

ま
り
本
来
こ
の
文
書
に
は
、「
持
主 

孫
兵
衛
」
の
後
ろ
に
ま
だ
続
く
部
分
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
「
政
七
」「
太
吉
」
の
名
や
、
宛
所
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
本
文
を
読
ん
で
み
る
と
、
文
中
に
「
一
紙
連
印
（
の
）

御
請
證
文
」
を
差
し
上
げ
申
す
と
あ
り
な
が
ら
、
作
成
者
た
ち
の
名
前
の
下
に
印



が
押
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
そ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
こ

の
文
書
は
宛
所
に
差
し
出
さ
れ
た
請
書
の
控
（
「
ひ
か
え
」
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
な
お
、
宛
所
に
差
し
出
さ
れ
た
正
式
な
文
書
（
原
本
）
を
「
正
文
」（
「
し

ょ
う
も
ん
」
）
と
い
い
ま
す
。 

今
回
紹
介
し
た
こ
の
控
の
文
書
は
、
竪
紙
（
「
た
て
が
み
」
と
読
む
。
全
紙
を

横
長
に
置
き
、
そ
の
ま
ま
に
用
い
る
）
を
貼
り
継
ぐ
こ
と
な
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
貼
り
継
が
れ
た
文
書
で
あ
れ
ば
剥
が
れ
跡
の
有
無
か
ら
推
測
で
き

る
、「
政
七
」
以
下
の
名
や
宛
所
の
部
分
が
見
え
な
い
理
由
が
、
後
世
の
欠
損
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
も
と
も
と
書
き
控
え
な
か
っ
た
の
か
の
判
断
は
で
き
ま
せ

ん
。 

  

こ
の
文
書
の
袖
側
に
は
川
崎
平
右
衛
門
（
孝
保
）
の
名
が
見
え
ま
す
。
平
右
衛

門
は
幕
府
の
直
轄
領
で
あ
る
「
天
領
（
＝
「
御
領
」）」
を
預
か
る
関
東
代
官
の
一

人
で
、
下
野
真
岡
（
現
、
栃
木
県
真
岡
市
）
に
置
か
れ
た
代
官
所
（
陣
屋
）
を
任

さ
れ
、
下
野
・
上
野
・
常
陸
・
下
総
の
計
約
九
五
〇
〇
〇
石
の
支
配
高
を
管
轄
し

て
い
ま
し
た
。
定
右
衛
門
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
、
上
菱

村
（
現
、
桐
生
市
菱
町
五
丁
目
）
は
、
代
官
平
右
衛
門
の
管
轄
下
の
村
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
平
右
衛
門
の
家
は
曾
祖
父
定
孝
・
祖
父
定
盈
・
父
定
安
と

も
に
代
官
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
定
孝
は
、
名
主
を
務
め
な
が
ら
新
田



開
発
や
凶
作
対
策
、
治
水
事
業
な
ど
で
次
々
と
功
績
を
あ
げ
、
旗
本
に
取
り
立
て

ら
れ
た
立
身
出
世
の
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
こ
の
天
保
の
頃
は
、
代
官
が
陣
屋
に
常
駐
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
江
戸
住

ま
い
で
執
務
に
あ
た
る
こ
と
が
普
通
で
し
た
。 

 
 

 

上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
文
書
の
内
容
は
、
上
菱
村
の
名
主
半
次
郎
以
下
五
人

が
、
所
持
す
る
鉄
砲
と
鑑
札
の
改
め
を
受
け
、
鉄
砲
所
持
に
関
す
る
諸
般
の
決
ま

り
事
を
守
る
こ
と
を
申
し
出
た
も
の
で
す
。
有
名
な
豊
臣
秀
吉
の
刀
狩
り
で
、
百

姓
の
鉄
砲
所
持
は
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

実
際
に
は
農
地
や
山
林
を
荒
ら
す
鳥
獣
に
よ
る
食
害
は
、
年
貢
の
根
幹
で
も
あ

る
田
畑
経
営
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
、
幕
府
は
領
主
や
代
官
を

通
し
て
、
百
姓
の
持
つ
猟
師
鉄
砲
（
殺
生
筒
）
に
承
認
を
与
え
、
領
主
や
代
官
は

鉄
砲
改
め
を
行
い
、
そ
の
管
理
下
で
の
使
用
を
認
め
て
い
ま
し
た
。 

 

島
原
の
乱
後
は
、
大
き
な
戦
乱
も
な
く
、
徐
々
に
大
名
や
旗
本
た
ち
が
武
器
と

し
て
の
鉄
砲
を
必
要
と
し
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
農
村
の
百
姓
が

持
つ
猟
師
鉄
砲
は
、
生
産
者
で
あ
る
鉄
砲
鍛
冶
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を

持
ち
ま
し
た
。 

こ
の
文
書
に
は
「
玉
目
」
と
い
う
言
葉
が
み
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
の
鉄
砲
か

ら
発
射
さ
れ
る
鉛
の
弾
丸
の
重
量
を
示
し
て
い
ま
す
。「
玉
目
三
匁
」
で
あ
れ
ば
、



十
一
・
二
五
㌘
の
弾
丸
を
撃
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
戦
乱
で
求
め
ら
れ
る
武
器

と
し
て
の
鉄
砲
は
破
壊
力
こ
そ
が
最
重
要
で
、
一
〇
〇
匁
か
ら
三
〇
匁
の
弾
丸

を
発
射
す
る
大
銃
（
大
筒
・
抱
え
筒
と
も
。
こ
れ
ら
は
複
数
の
人
間
で
携
行
し
、

地
上
に
安
定
さ
せ
て
射
撃
す
る
）
や
、
携
行
用
の
火
縄
銃
で
あ
っ
て
も
六
匁
か
ら

一
〇
匁
程
度
の
弾
丸
を
発
射
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

と
こ
ろ
が
農
村
に
出
没
し
て
田
畑
を
荒
ら
す
鳥
獣
を
撃
つ
た
め
に
求
め
ら
れ

る
性
能
は
、
破
壊
力
よ
り
も
、
携
行
性
や
機
動
性
が
重
要
で
、
玉
目
も
三
匁
程
度

の
も
の
が
主
流
で
す
。
い
わ
ば
武
器
と
し
て
の
鉄
砲
か
ら
、
農
具
と
し
て
の
鉄
砲

と
い
う
需
要
の
変
化
が
お
き
た
の
で
す
。
鉄
砲
鍛
冶
た
ち
は
そ
れ
ら
に
応
え
る

べ
く
、
人
よ
り
も
小
さ
く
、
そ
の
上
素
早
い
鳥
獣
を
仕
留
め
る
た
め
の
即
射
性
能

と
命
中
精
度
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

因
み
に
農
村
に
は
ど
の
く
ら
い
の
鉄
砲
が
所
持
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
の
藩
は
、
幕
府
か
ら
の
軍
役
に
応
じ
る
た
め
に
、
城
付
鉄
砲
と
い
う
鉄

砲
を
常
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
領
内
の
百
姓
が
も
つ
鉄
砲
は
、
そ
の
三
～
五
倍
程

度
の
数
に
上
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
文
書
の
宛
所
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
こ
の
文
書
に
は
宛
所
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
本
文
中
の
二
行
目
に
は
鉄
砲
と
鑑

札
の
持
参
先
と
し
て
「
御
改
革
組
合
惣
代
」、
三
行
目
に
は
立
会
人
と
し
て
「
組



合
村
役
人
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

江
戸
時
代
の
関
東
諸
国
は
、
天
領
の
ほ
か
に
藩
領
・
旗
本
領
（
い
わ
ゆ
る
私

領
）・
寺
社
領
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
が
異
な
る
複
雑
な
支
配
が
入
り
組

ん
だ
地
域
で
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
農
村
で
は
大
地
主
が
生
ま
れ
る
一
方
、

土
地
を
失
う
も
の
も
頻
出
す
る
な
ど
し
て
治
安
の
悪
化
が
進
み
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
領
主
権
が
入
り
組
ん
だ
こ
の
地
で
は
、
統
一
的
な
警
察
権
が
発
動
で
き

ず
、
無
宿
人
や
悪
党
、
博
徒
の
跋
扈
や
百
姓
一
揆
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
て
も

有
効
な
対
策
が
取
れ
な
い
で
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
幕
府
は
ま
ず
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
、
関
東
取
締
出
役
（
「
か
ん

と
う
と
り
し
ま
り
し
ゅ
つ
や
く
／
か
ん
と
う
と
り
し
ま
り
で
や
く
」
。
「
八
州
廻

り
」
と
も
い
う
）
を
新
設
し
、
関
東
代
官
の
手
付
・
手
代
の
中
か
ら
八
名
を
選
び
、

天
領
・
私
領
を
問
わ
ず
、
関
東
の
全
て
を
廻
村
し
、
悪
党
無
宿
人
の
逮
捕
な
ど
の

警
察
的
役
割
を
担
わ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
廻
村
す
る
出
役
の
人
数
が
絶
対
的
に

少
な
く
、
徒
党
化
し
た
無
宿
・
悪
党
ら
と
対
峙
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
、
召
し
捕
っ
た
悪
党
ら
の
江
戸
送
り
費
用
が
村
の
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
百
姓
ら
の
協
力
を
得
ら
れ
ず
、
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

幕
府
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
次
の
手
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
御
取

締
御
改
革
」
と
い
う
改
革
で
、
関
東
取
締
出
役
を
直
属
下
に
置
く
勘
定
奉
行
か
ら

関
東
一
円
（
除
、
水
戸
藩
）
の
農
村
を
対
象
に
四
十
五
条
に
も
及
ぶ
触
書
が
だ
さ



れ
た
の
で
す
。 

こ
の
中
で
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
、
天
領
・
私
領
・
寺
社
領
な
ど
の

領
主
の
区
分
な
く
、
農
村
を
広
域
行
政
区
画
へ
と
再
編
成
す
る
事
で
し
た
。
具
体

的
に
は
、
近
隣
の
四
～
五
ヶ
村
を
組
み
あ
わ
せ
て
「
小
組
合
村
」
を
作
り
、
そ
れ

を
構
成
し
た
村
々
の
名
主
の
中
か
ら
、
一
名
を
代
表
者
で
あ
る
「
小
惣
代
」
に
選

び
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
小
組
合
村
を
地
域
ご
と
に
十
前
後
に
ま
と
め
て
「
大
組
合

村
」（
四
十
か
ら
五
十
ヶ
村
か
ら
な
る
）
と
い
う
組
織
と
し
、
そ
れ
を
構
成
す
る

小
組
合
の
小
惣
代
の
中
か
ら
数
名
を
選
び
「
大
惣
代
」
と
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

大
組
合
村
の
中
で
交
通
の
要
衝
に
あ
る
比
較
的
村
高
の
大
き
な
村
が
、
「
親
村
」

や
「
寄
場
」
と
呼
ば
れ
る
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
名
主
が
「
寄
場
役
人
」

と
い
う
組
合
村
全
体
の
惣
代
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ま
で
一

村
単
位
で
は
対
応
が
難
し
か
っ
た
無
宿
人
ら
の
取
り
締
ま
り
や
諸
経
費
の
捻
出

も
、
大
組
合
村
が
負
担
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
村
の
負
担
軽
減
が
実
現
さ
れ
た
の

で
す
。 

い
わ
ば
村
連
合
体
と
も
い
う
べ
き
こ
の
組
織
を
「(

御)

改
革
組
合
村
」
と
い
い
、

関
東
一
円
が
改
革
組
合
村
と
な
る
こ
と
で
、
先
の
関
東
取
締
出
役
の
活
動
も
強

化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
取
締
出
役
の
任
務
と
密
接
な
先
の
触
書
に
は
鉄
砲
の

取
り
締
ま
り
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
文
書
は
、
こ
の
関
東
取
締
出
役
の

役
人
の
廻
村
に
あ
た
り
鉄
砲
改
め
が
行
わ
れ
、
半
次
郎
以
下
の
鉄
砲
所
持
者
と



組
合
惣
代
が
作
成
し
た
請
書
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
宛
所
は
関
東
取

締
出
役
の
役
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

余
談
な
が
ら
、
文
政
十
年
の
触
書
で
は
、
農
村
で
の
歌
舞
伎
や
手
踊
り
の
禁
止

も
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
桐
生
新
町
の
牛
頭
天
王
祭
礼
（
祇
園
祭
）
で
は
、
付
け

祭
と
し
て
各
丁
目
が
競
う
よ
う
に
、
屋
台
の
上
で
の
狂
言
や
子
供
手
踊
り
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
触
書
以
降
は
、
表
向
き
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
は

ず
で
す
。
が
、
し
か
し
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
史
料
か
ら
は
、
文
政
十
一
年
・
十

二
年
と
も
に
、
屋
台
を
繰
り
出
し
て
付
け
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
い
知

れ
ま
す
。 


